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標　　　題

　３　改善の効果……効果について数量等を具体的に

　がん集団検診の受付業務は、これまで職員が行っていた。　そのため、１日又は半日拘束されること
になり、他業務を時間外等に行う必要があった。
　また、年々がん検診登録者が増加していることから、集団検診の日数も増えており、職員の負担に
なっていた。

　平成２２年度より受付業務を委託事業の中に盛り込み、委託業者が受け付けも実施するようにした。
そのため、職員の負担を減らした。
　なお、委託料は上乗せをすることなく業務委託できた。

　１　これまでのやり方（問題点）……何がどのように問題であったか具体的に

　２　取組内容（改善内容）……実施（改善）した方法について具体的に

がん集団検診の受付業務の変更

時間の節減
（算定根拠）

平成２１年度　４５日間（19日×4ｈ+26日×6ｈ＝232時間）
平成２２年度　５５日間（39日×4ｈ+16日×6ｈ＝252時間）
　　　　　　　　　うち職員従事時間：55日×2ｈ＝110時間　　142時間削減
平成２３年度　６８日間（55日×4ｈ+13日×6ｈ＝298時間　　　　※時間は平均で算定

効果額
（算定根拠）

委託料変更なし


